












I 問題の背景と目的

　本研究においては,肢体,特に上肢の運動障害や顔面,咽喉等の筋肉の麻痺な

どのため,音声の表出,構音,発語に障害をあわせもつ子どものために,より適切

なコミュニケーションの手段を開発し,その交信行動の促進を図ろうとするも

のである。

　このような障害を有する子どもの多くはいわゆる脳性まひ(C.P.)に由来する

ケースであり,そのため知能の発達遅滞を多かれ少なかれ持っている。しかし,

その知能発達の水準は,極度に悪いものでなく,中程度,あるいは軽度の児童も

多い。そのような場合は,図形や記号の認識はある程度可能と考えられるが,上

肢の諸筋肉の整調の不調等により書字,描画が殆んど不可能に近いことが多い

のである。


